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z
i
i処
分
コ
ス
ト
の
量

健
却
。
よ
る
グ
イ
オ
キ
ン
ン
旬
発
生
と
い

m
v
f
a

ti--っけが
M
i
f

え
ま
す
そ
こ
で
リ
吟
イ
ク
ル
が
で
き
る
侮
ぴ
ん

優
パ
ノ
ク
ペ
y
ト
ボ
ト
ん
な
ど
を
「
分
"
で

2て
」

ご

み

に

手

?

?

し

て

附

t
t型
る
こ
と
で

2
2
1と

2
2に
配

aし
て
い
こ
う
と
』
う
の
が
「
群

器
包
後
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
な
の
で
す
・

こ
の
d
僚
で
は
庄
の
閃
の
よ
一一今
1
0
・
行
録
制
必
軸
慢

の
リ
ザ
イ
ク
ル
に
必
L
て
ご
み
止
し
て
山
田
す
由

民

収

集

2
1
E
E
E
:

E
E三
Z役
割

分

判

長

2
5
t

き
句
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

t
fが
主
役

-
2
5
7
2
1

1
t
t
z
z
i
t
t
 

iに
こ

の

ts-ーか
ら

脅鵠包接リザイクjレもでの復割分担

事業者 市町村

(再筒晶化) (分別収集)• 

消費者

(分別問先出)

の
対
象
凶

H
は
7
川
畑

M
で
ガ
ラ
ス
ぴ
ん
(
爪
福

色
透
明
⑦
栗
色
白
￥
て
の
勉
}
を
き
俗
〔
⑦
テ
ル
ミ

③
ス
チ
ル
V

A

d

プ
ト
ボ
ト
ル
{
&
マ
ク
の
つ

い
て
い
る
物
}
飲
例
制
緩
パ
ヲ
少
で
す
・
平
成
刊
は

年

4
川
浩
ら
は
そ
の
健
プ
ラ
ヌ
d

サ
ソ
ク
製

-
グ
シ
ポ
ー
ル

Eの
3
n

刷
出
加
わ
;
す

ル..鯖策作.
帽 1と回り管イクルH 閥抗.に胃袋聞と
時相 r~'l*叩して肝いで出耽問一トJ同ぺ川判明航して問プ
ラス，ツクヘ晶てく町し時，，と思していました

間 6円以降もJil'ご

み袋が凝って』ますが

使えますか。

寄 週'"あるr.ぺ
ぜるごみ」の収集目。

.旬 今年 12!li<までま縫?姥っている!"いごみ安全
世でい，c，!いでも帥廿.

ただし 煙<'.ないごみ空き.その他プラスチッ

片山す山酬か字選蜘肘出して〈どちい.

t;: JJ 今後ごみ袋を・R人する喝合は 中身の見える盛
明か同司の断自信入して<r~~ ，，<， 

.た醐胴岬耐削dl'ると間でき H ん
ので絶"，降車しないで〈ときい.

間 なぜ試行期間.延期するのか。

膏 まど分別l不慣れ信人への刷知ゃ品川ごとの叡

畿財殻~f~ t，t旬し方成などにつb で検討する必要があ

り 試行期側tI211*¥tで婚制します

「再生蝿亜J回収
ili!1:11i ~，公民館などの公抽設でほ f桝晴海Jとし
てリザイク^で怠る次のものを阻収しています。再生資源

がきもんtリ守イクルできるよう 1:1I1寸時iは'"のtu
住愈して〈ださい.

リ
ザ
イ
ク
ル
作
援
用
も

み
ん
忽
で
頑
強

っ
て
い
ま
す

再
生
資
煽
L

と
し
て
制
限
』
さ
れ
た
を

8
伽

ペ

ノ

ト

f
Z
陣

1
1喜
T
ntめ

さ

す

祭

良

市

:

つ

な

ぐ

a
E
T
7

1
3
2
2
2
?で
号
さ
れ
た
の

色

樽

2
1
2憶
さ
れ
て
も
ま
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ぜ
っ
A

刀
〈
集
め
ら
れ
た
再
ヰ
資
源
も
不
純
物
が

誕
百
っ
て
」
で
は
良
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E
i
-
-ん
。
所

関
た
鳥
は

ra亭ll
ひ
と
つ
ひ
と
つ
ペ
ソ
ト
ボ
ι
F

E
E
L
4需
品
4
Lで
詰

告
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Eよ
っ

て
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を

し

て

い

i
守

主
衡
に
つ
い
て
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量

2
1

機
械
に
人
れ
で
察
内
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引
き
被
せ
る
よ
う
に
処
処

し
て
I

句
ま
す

.，
 

公共施殴での

産量oaddg
会社3す持"，れをゆすいで出して U~~ぃ

会キヤソデ""の拠拘は取句除いて U!~い

合自収容俸にIH厚生命轟となるもの口外"入れないで"
きい.(持。できた袋】と入れた句 ごみを入れ免町 Lな
いでください}

〈閉している叫圃〉

百夜軒目肩
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ヘ

。
。

蘭夜蚕

。
。
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軟骨用
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-特訓民 己み減量 リザイクル

宮駅沼Uどから持毎日M
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〉
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叫
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七円
一
湾
中
川
淵
配

1
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リ

胃
州
目
付
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EE 
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(高畠化)



-奈良文学倣歩 まちの"ブ

奈
良
文
学
散
歩

「喜
の
鐘
』
リ旦版
正
秋

交
官
鋤
温
欄
弊
齢
量
失

絵

星

野

京

奈
良
市
白
地
理
に
帽
週

ロ
分
の

E
h
t切
り

主

争

点
て
る

f
E
Z
E
-
-

が

立

原

正

U
そ
ん
会
温
人
の
一
人

で
し
た
1

績
は
嶋
崎
針
慣
例
体
の
憧

-
p
ll
沈
潜
し

「
a
a
E
Z
官
民
」
ほ
何
度

品

主

し

た

品

t
t・
2

に
立
原
?
の
が
礎
令
さ
れ
ま

す
が
必
そ
ら
く
は

Z
E福

島

君

主

的

主

rら
の
重

喜
げ
て

L
f
xるで
Lょう
・

き
て

「aF
の
鱒
」
と
I

也
皐
勺
作
品
?
は

友
人
に
爵
b
れ
丈
鴫
海
大
平
た
が
佐

保
胞
に
あ
る

E
費
倫
理
を
し
て

m

E
iして
き
ー
が
そ

の

佐

官

里

1
7主
主

、

ー
と
に
な
っ
て

h
1

こ
の

Eが
量

tた
一
十
堂

前
は
ま
だ
耐
火

8
E
Z
E

の
マ
ン
ン
圃
シ
も
少
脅
か
ヲ
た
の
で
す

が

Z
Rに
盟

員

百

詰

智
正
E
t
a
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そ

し

て

近

鉄

高

望

書

再

:
;
i
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f
a
t
e
31
1が
こ
の

z
z
fれ
た
頃

E
2
z

i
E
2の
景

2-】
と
が
わ

T
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こ
の

2

2は
i

i

E
め

に

ま

奈

良

E
辺

i

を

F
Iが

-
2
1長嶋

型
車
に
な
か
な
か
精
通
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
み
ぜ
て
I

也
ま
す

つ
ま
わ
ど
の
遺
品
れ
ば
ど
こ
に

官

t
z
t
g
i
q

て
進
う
こ
と

T
n
Z息
J
L

i
zへ
行
け
る
の
は
手
が
と

い
う
べ
き
で
し
ょ
う
・

Eえ
ば

興

豊

富

金

書

R
z
i
Z
E
E
 

-
へ
仰
る
に
は
何
の

R
T
I

の
で

Zら
望

の

入

品

ら

ま

る
L

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
G
ん

-
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ら
〈

作

R
f
T
7
2
E
E

〈
船
少
も
え
の
で
し
ょ
A
q
・

一
日
の
草
耳
わ
る
と
主
人
吉

岡
k
b
e
h
h
借
っ
て
〈
る
わ
け
で
す
が

風
円
金
硲
ぴ
て
締
扮
に
倉
野
え
ま
す

t
t置
岩
五
Z
Bか

け
て
区
虫
食
べ
物
語
つ
づ
み

E
1
d
t
z
T
Lて

の
銅
剣
が
み
ご
と
に
惨

f
て
い
ま

す

4
2
4
T
E
六

E

は
同
E
マ
ン
シ
-a
J

に
住
む
符
、
食

t
z
と
!
?

し
で

3
1
1と
こ
の
在

と

f
i
-
-

ニ
の
作
品
の

f

i

z

z
-
t
aへ
の
恩
』
主

で
あ
る
と
l-
え
る
で
し
ょ

4
・
「
冬
の

花
」
と
い
ろ
Z

ワ
セ
イ
の
中
で
は

「

F
b
t
5
4
i
i

E
l
?に
さ

E

づ
け
凪
」

Lと
しV
A

散
を

'wSつ
け
て
L

ー

が

百

Z
E
i
t
-

-
】
ん
な
献
が
口

Z
Lて
Eま

で

ιu寸
十
数
年
治
泊
っ
た
と
』
?
」

と
で
寸
e
g
た

附

ι患
の
「
砿
の
な
か
の
大

仰
路
」
?
“
大
和
路
t
れ
け
る
J

っ
き

Z
Z
E
-
-
K〈
語
小
限
で

ま

i
1
1・f
え

ば

草

tひ
と
つ
の
語
4
a
で

士
と

i
i量

:
:
Z
8
8
5
 

円
安

Z
4
E
b全
て

t

ぞ
れ
が
姐
・
に
な
る
と
遅
ぺ
て
ー
、
ま

す
-こ
う
し
た
官
の
配
慮
か
ら
〈
皇

、

f

f

z皇
、
て
身

に
つ
け
た
ら
の
か
ら
割
旬
出
5
れ
た
も

の
だ
と
恩
わ
れ
ま
す
・
い
わ
ば
こ
こ

に
は

K躍を
2
E
z
-
-

大
成
の
よ
A

写
会
も
の
が
あ
る
の
で
は

e

L

で
L
ょ
う
か
・

「
事
の
鎗
』
の
ha
し
室
、
で
は
商

人
砂
の
マ
ン

y
z
y
品

た

人

は

隠

れ
住
む
詰
の
里
へ

2

5て

入
品
し
聖
容
量
れ
る
の
で
サ

;
1ら
E
F
-

-u・か
れ
て
お
;
ぜ
ん
む

併
か
ら
聞
こ
え
て
〈
る
移
の
績
は

』の
作
品
企
象
慣
的
盛
り
上
げ
る
も

の
に
'
b
j
u
っ
て
1

・
ま
す
が
需
の
倹
園
野

で
は
処
ら
れ
な
lv

ぞ
れ
こ
そ
小
観
の

1
t
Eい
も

:

の
鬼
無
良
の
銅
が
あ
る
よ
う
i
思
え

S

寸。

ま
ち
@
ホ

1
.つ

‘
禽
.
ほ
息
づ
く
舎
の
慮
複

-
怒
ら
ま
ち
わ
5
べ
-った

フ
エ
ス
タ
チ
l
ム

こ

2
1
4
1
m
i

z富市
で

開

か

れ

た

「

音

寺

!
i
i
 

E
し
て
阿
“
員
-
伎
の
包
で
見
事
ム
手

i

i
た
し
ま
し
九
メ
ン
バ

ー
は
酌
年
告
ら
ま
つ
り
の
会
鳴
で
行

わ
れ
た
「

2
1
fぺ
2
7
z

ス
タ
明
第
一
一
副
お
子
玉
久

Aoe良
子

翌

五

ば

れ

た

え

人

で
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E
U
Eで
ま

た

句

2

2
E
2
2
2需
Z明

聞
に

Z
Lで
ま
た
句
と
き
っ
か

け

u
bろ
し
ろ
で
す
が
お

E
E

力
を
「
般
U
A
怖
が
ら
し
つ
で
も
盤
と
で

も
気
u
R
K
鳴
し
釣
る
と
こ
ろ
』
そ
し
て

コ
つ
の
伐
が
で
き
る
よ
う
に
公
る
と

古
t
-
h
f
Zし
た
〈

&
る
と
こ
ろ
」

「

君

主

J

下

Z
童



-私の生きがい 東西南北

主t;-

私の生きがい

。コ民

.ヲ択 契ヨFさん
{主魚沼tlIIIJJ

rろ/ 

T昨

芯

5

一O
O年
会
館
の

廿
ポ
タ
ー
と
し
て

Eに
君

主

化

遺

書

a

:
s
zの片
岡
に
生
ま
れ

en
っ
た
弘
U

三
十
有
余
符
幼

児

f
i
Eし
そ

の

関

毎

日
の
実
務
i
明
け
.
れ
£
の
余

Tな
〈
代
金
約
会
ふ
れ
あ
い

も
な
く
害
し
て

fr.

定

年

間

近

温

-
R
し

家

の

員

企

し

て

Zに
専
念
す
る
中

何
か
自
八
万
円
身
に
L
C

つ
て
の
血
友
L

T
2
t
:持
と
う
均
&

と
思
勺
で
い
た
信
仰
さ
ま
ざ
ま
&

文
化
交
援
の
織
と
令
る
を
ら

。
。
写
会
館
の
晶
マ
ポ

l
'
l
の
寡

獲
が
あ
句
応
擁
し
た
L
E

こ
ろ

令
ー
も
二
十
一
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の
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と
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で

ザ
ポ

l
'
ー
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仲
闘
人
"
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さ

e

t
z
iし
た
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よ
う

な
織
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を
う
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I
U

た

だ
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櫨
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鉱
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ヲ
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一
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-・・........................................
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湿
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7
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ソ
コ
ン

f
t
tに
T
1・

と
告

7
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u
i
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曜
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。
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エ
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t
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町
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E
R
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i
z

k
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M
m
人

E'問
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葉
仁
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兜
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仁
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O
V
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市
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教
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6
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9
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1
1

日
目
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凶
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q
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A
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7
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L
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滞
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E
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m
H
9日

の
土

-
H
9尉

'
と
こ
争

中
央

公
民
館

At
条
町
)
(
開
館
で
徹

宵

t
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叱
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初
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が
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今匂季節同 組草がよく伸び彦，纏・が伸

びると 地調民の奏観を繍ねるばかりで.く 慰

やムカデ怒との曹.~発主主しま，.
またタパコのポイ鎗てによる火災が発隼じ

たり 交重点忽どで脇見通し卸悪いため受通事

叡の原因と怒るほD'防犯上の悶厘乞あります.
さ5に ごみを不法に役奏されることもあり
緯.IJ;繁茂するとたくさM>問題 F発受し傘雪.
そこであき地の所有者依定期的に軍刈り

を行しに俊表されたごみを除去ずるとともに

不塗授棄され鉱いように防横策を櫛じるよう条

例で定めています.

近所グ迷感に怒りま，ので所有υているあ
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T寮良市廃.砲の処理県ぴ清掃に調する条例J鎌脚
!Il2S条 あ き砲の岡崎:ff~又は管理符は そのめさ鋼ll:.，1:した糧寧 縞写又は役.された昭電康物，除去し 茂ぴぞの

..地への聞の不L抽象を防止する処置を."等 Jも ~-，，-，j;観又岬臥の叩仰しないよう あ

き旭を適正I符匁しなけれぽならなも .

肌喧間一環糊悌二事場所(宮"←3003い.

"1州 L山川
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度信リ療医の法健保人老
~老人保健医療の患者負担額の減額について~

次ι明容と叡当する人で手続きをしてい忽い人隠市役所高齢者福祉標.た惨告出~所 連絡所で

申碕してくどきし¥.-/ilA担盆忽ど@減額"'引1Sれます(白鶴した月の初日tJ'S対賓と忽o.すl.
乙ん忽ときは申請を

1川一つ.!-10.000I'1帽度tt，:I)1す.
@衝に.o.1Jもの 健康保険属医療受給r.-ff，/li!舗
の愈見嘗

・をa・a闘継隼盆を受a歯してし渇市町符..葬観桜笹稽に
騎，る人

-ωM:;'112 

:11 

" 申衝に~.忠告ø.ー老鎗福祉年金菌，. 健康似険.

医療受t::".11 平成1Ilf'11!1日以降ι転入され文惜帯

IJ， 1以前何町村刊行するH 釧叫醐四書

印鑑

日剖札、合bttl市役所高島.福祉課、

-市町何.悦鉾.. 様世帯に騎，る人

入院中の同代の一副酬 '"につき刷川 {入

院日脚剛'"'ると l日につき剛リ 再度剛識が

~，'I:'1."す"滅鎮きれます. .また 入院した， きi支払

う一節負担金の合計額が .様機閣ごとに1か'"っき

3 5.4 0 聞か限度とな町打.

同開繭に必覆怒も“8 ・"償保険医 医..鎗4荷量平成
II.-ll!l目以降に肱入した量." 転入慣の市町村が

発行する怪号待金民の.震後E明書' 平成附1j'-611111以

降9111以上胤している人IJ6}j以降の帆婚の刷

曾印鑑

・人工透院治'奄行う必.o.る慣性寓不注ヨ..肱血友
縄問摘をしている人

病院等ごとに支.う縁院または入院の-.負担盆(食
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一定町佐峰骨満たせ"、多樟<討判官惜情過が!fmでき， い.風間としてシーJ-;てで受揖で事品人に阻りま
ように寺町ます戸 (平民"午'"施行子定) 寸r 費揖軒"輔科 書い場合は吾月日日守前l損害

[問い合わ世1市役所瞳噴揃単語へ園
から同センタ E で公開抽嵐r

組出制1"



北忽幽温Jfjft71-1017 ..凶岨Jfift93.QOO1お知Stt.l!i.幽現所ft44-1001 

-酔
却
日
幽
閣
の
午
後
2
随時
小
、
3
崎
学

6

5
Fi
li
--

j
!
!
 

317MpqA主
EJ7

i

i
i

!

 

"'・
ー;一
・
u
区
制
見

百
年

bl
i
-
-

AHELAA46広
告

今鎗・dm-77タン
ミ
リ
》
・
・

ψ

・

2
2
E
Sもて
imne

省
で

T
=ー
へ
の
多
量

2
1

圃
串
良
マ

aチ
ア
ノ
ト
シ
E
ド
セ
ン
タ
E

.
，E
F
T
-

-i
;一

i
t
 

i
i
z
i
 

パ
ゾ
コ

'Ja齢
宵
ノ
ヲ
ト
の
易
自
昭
如
厩
と

・・
6
・期作

e身
4
つ
け
ま
す

f
A
p
r
i
 

f
-
-
"
i
f制
可

侵

2
崎山
1
5
陽
一
コ
ー
ス
・
u
J
F
U

-v

定
員

-eu人

-vE
翼
綱
刺

i
3
r
m円

一

t
i
e
i

iパ
ソ
コ
ン
事

パ

7
2
J
温

u
m島
健
相
読
と
局
本
婦
伶

S501 

と

eA
l
i
z
-

-
略

A311BIZ崎、

品

i
f
g
s
z

;
E
A
t
-

3
1
1
2
t
 

R
ソ
コ
ン

E
E入。

E仁す
6
4
5
3
a
3

i
L
i
t
z
i
 

と

@
7Hロ
H問、同
HWルー衝
怖
"

午
食
品

21ES一ヨ
i

f
-
-z
m人

i
111iii!日Eii;isiiif!:ii守J3j:!?ii1
iif;!;;iii;;??tijfEj!;111iiIiEh f =pi; 

T 、ド門ヲW81E・品人平ETiと2二局姐JS ta S 
1!?idijthiii!!1 114mb iiY16iiii 
fi?;ZE目1i1it;:iii;;邑zaTiiiiJR 

1・e何)讐〆 定 盃ー 同自陣 内 4望聖霊r 阻 き

園
蝿
高
齢
者
美
術
居
町

園
出
品
作
品
募
集

A
l
i
l
i
i
で

里

22RZMEt-e

EL4 

幅

--
-Rωwa以
ー
の
ア
マ
血
ず
昆
?
の
人

-E
Haz--mF 

Z

写

aべ・
一
人
l
点

-，
.
し
込
砂

市

2
2
z
i
i
;
z
 

s
!
I
T
H
-
-

L
込
ん
で
く
ど
き
い
2

作
品
の
般
入
会
ど
に

つ
い
て

u
a月
中
旬
ご
ろ
に
申
込
お
に
通

知

Lt
〈

bL〈uu
市
何
冊
高
飴
符
価
祉
鹿
へ

ス
ポ
ー
ツ

一女
性
霊
童
i
i
 

S
EWV7HHMの毎
週

;・
i
1
7:
i

i
g
l
i
-

-z員

女

MnmA
'EZ厩明
3
T円

E
B
I
t
i
t
 

s
-
1
1
6
n
 

i
i
!
;
 

釧

-aM鬼
町
開

I

H

1

八一。

ZAlA
九
二
-f
型

地
砧
倫

a・
一事
事
重
量
面
会

と

?
6nwV7HHAz

t

H

・H午後3
時
1
・
附

'
と
こ
ろ

Z
E
Eプ
↓

E町
}

'

要
綱

a'
Z
同

a以
上
で
本
株

u-m庄
が
あ

;
?
F
f
i
t
 

s
-
2
5
A
S内め
イ

中

守
恨
の
俊
民

P
T
A食医
R
F
e
u
Z
M
V

・9a
A
Y

る

A
''2m
mA・
・
し
込
み

往

-mu
“vaに
住

所

氏

私

軍

備

"

"

!

!

i

i

 

便
局
体
宵
-
R
ヘ

-・
与
の
・

駐
車
織
が
あ

leszzzFZして

〈
だ
S
い

一
ス
ポ
ー
ツ
震
を
閲
肢

場
ノ
地
・
ょ
-m
禄
・
{
議
廻
町
》

《参
綬
沼
7
9
R
桓
冨
聞

a
v
と

e
6川

口
U
幽
守
・

9"す、
川
町
噂
1

.
，
m

・

4帰
7
a
叶

・
・
し
必
み

が

質

吋
N
hv
・闘

'?でaEsi人
f

2

・“.av
と

e6川日目
制

q

-
A
F
-
-時
14
-

e?
E
・g
-
Tグ

・
・
住
総
画
一
慌
て

8
は
織
し

v
'そ
の
他

i
t
Eして
〈
だ
さ
い
手

伎
の

2
7蓄
量
"
で
i
f
a

中
央
修
爾
鎗
《
途
掴
旬
}

土
継
陶

av
と
奪

6HU日ω午・

9

守
正
午
占
ー
"
;
時一

AE

T
.
，
時
!
叫
即
時
午
機
l
防
i
1
2
時一

vg
v
a
i
l
t人

;!〈
i
iシ
7

x
e箇
罵
倒
し
て
〈
“
K
4
n
u

い

2
7
3
尚

;

!!!iiぜ
【
闘
い
.
禽
悶
"
旦

山中'
巾礎宍
“体惨

F愉

A"吃
μ“当

-

E
【-曾

開

F』瓦
莫
ハ

c

-A、

川 鍋己似れ

i 
z 
手

s 
i 
宮

署

i 
富

男

自

豆

へ• 



二条大感慨了白，.1・お銀色ぜ〒630-8580市棚倉田一1111側

圃
怒
ら
や
ま
屋
内
温
水
プ
l
ル

圃

千島
lm
w
Z
宗
五
丁
白
一
一
丁
一

園

田
乞

7
0
E組
闘
包
丁
O
七
乞
三

E

2

2

2

5
 

『
虫
学

a.‘E隼
生
の
鶴
」
『
「
ι

一J

s
i
i
rzh 

6
回
線
温
水
副
司
日
の

q
後

'v
s
;

3
持
初
分
、
4
U時
凶
分
自

白。一

口:!?
?

i

z

人

l
f

g
zょ
う
や
家
水
晶
車線
車

「女
性
の
揖
」
と

e

l

u

-

-

午
後
2
持
的
分
、
3
時
附
分
・
口
開

'
n

・

2

以

よ

2

2

A

事
萄
E
6千
側
川

【

モ

E

l

i

-

-

川

L
E
t
-

i

i

i

;

ー

ー

な
ど【申
し
込
み
5

5

1

2

2

i

jいて
1

M
判
長
で
同

7

4

多
い
鳩
合
員

選園
平
堀

青
山
両
ブ
l
ル

園
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

E

i

-

-

!

?

 

?
i
f
I
-
E
 

mi--Ii 

t
午
後
5
時
7
M
n
目
、
j
g
n引
H
U
午

?

草

4
後
5
時

;

」

宇

品

プ
ー
ル
(
右
京
=
l
u
〕
待
山
プ
ー
ル

(青
山
三
r
u
一

・
募
・
人
民

ω
匡
観

貝
ぬ
人
(
崎
歳
ま
で
}
写
人
也
'
M
-
z
b
人
⑦
清

-au・Aa安
免
鈴
)

5人

E'賃金事
ー@
h
o
子

齢
働
問
。
b

千
個
門
@
E
千
側
内
〔
一
れ
あ
た

り
v

・
そ
の
惨

ザ
ン
グ
島

T
Y
H寸ツ

2

2
し
込
み
;
;
1

1

i

Eに
2
4
8首
長
皆

目
S

I

t

z

-

-

町

一

五=一一0

・q
一
一
1
1
0
0
0
二

へ
・

〈

わ

T

u

-

-
武
道
、
坐
禅
教
室

E

i

i

:

す

鰐
道
教
重
抗
争
生
の
歯
周
翻
言
。
者
の
m
v

と

?

i

2

日

軍

主

週

月

火

金

習
の
午
後
5
章
、
6
同
事

'
E

小
学
貴
志
f

Z

人

剣
遁
教
重
〈
防
学
受
以
上
の
陽
麟
告
の
m
v

と
き
7
;
;
?
"
2
日
ω
か
ら
毎
週
月
火

本

金

瞳

凶

i

6

1

7

t

V

E

i

l

-

T

 

震
遭
骸
重
と
き

7
月
6
u
w
か
ら
毎

週
火
品
目
の
牛
後
5
時
半
、
?
時
毎

週
土
曜
日
午
後
2
?
3
E

号
制

-E
小
?

Z

、2
2人

忽
ぎ
忽
た
叡
宣

と

e

7

月
8
日
明
か

ら
E
火
曜
日
の
午
前
ゆ
旬
、
E
F
4

2
午
後
4
時
T
e
時
品
目
の
午
後

l
崎
、

A

・
2

4

学

2

2

t

m
人
・
た
だ
し
高
校
生
以
ト
は
本

h-

H
のみ
や
り

-m窟
《
意
歯
恩
院
速
M

と

号

7
月
3

H
ω
均
ら
毎
-
s
L
r
曜
日
の
午
術
的
時
、
正
午

・
2
申

告

主

E

4

2

的

人

弓
道
線
車
と
き

7
H
3
B
凶
か
ら
匂

週
土
層
U
の
午
後
5
U
時
?
"

・
定
員

e
-
後
生
以
上
の
初
γ4
宥
舗
人

場
槻
微
量
と
e
7
H
4
B
剛
か
ら
包

i

B

の

午

前

7

防

t

t

i

E
生
以
上
市
入

-a軍属創刊日

毎
敏
曜
と
も
3
か
月
で
予
知
内

A
武
道
隠
傷
容
保
険
制
軒含
む
三

【
申
し
込
み
】

往
復
ほ
が
き
に
作
所
氏
名

h
e
"
が
hg
v
年
-
m
A
学
生
凶
母
校
包
今

主

性

別

E

R

J

Z

2

2

・
ー』
で
6
n
m
日
£
着
で
同
会
A
守
備

刑
法
重
町
一
五
三
O
中
央
第
二
武
温
場
内

雪

一
下
大
勺
一
}
へ
f
禍
合
員

選

公
民
館

各
公
民
館
の
段
重
へ
の
申
し
込
み
は

往
衝
は
が
き
に
敏
市
名
作
W
両

氏

名

一
ふ
り
が
な
)
年
飴
戸
マ
与
)
電
話
寄
n
v

ι
志
野
i
v
て
締
め
切
旬
日
必
符
で
各
公
民
館
町

へ

は

Mrs-佼
ド
ト
人
1
数
寄
多
い

・

3

2

i

i

i

は

2相
園
伏
見
公
民
館

.
，mm?
膏
回
町
一
九
一il-

-

g四
企
}
九
八
元
四

ー

さ

一ンタ
E

山

野

2

2

5

2

m

Z

1

2

2

v

i

t

z

t

g

創

遺
と
合
同
州
且
の
沼
崎
を
国
り
ま
す

と
奪

6
n
n
日
豪
年
3
月
泊
目
の
毎

品

4
G
T
午
前
9
時
半
、
H
時
平
。

9

圃

・
定
員
袋
入
u
n
人

--そ
の
他

候

紛
費
は
円
己
負
担

-'
a
e
切
り

6
H
M

田
平
械
吾
首
民
館

.

，
郎
一一伽繍

m図
了
白
=
室

.

，
七
丁
玉
む
二

指
等
書
ホ
舎

Z

主

L
b会
主

催

で

2

2

贋

JAしま
す・

と
を

6
月
官
H
@
1
1
幻
U
伊
町
γ
前
随
時

、
午
後
4
m

子
ど
も
露
国
濁
形
an-a

信
遺
伝
は
子
ど
も
の
表
現
力
を
量
か

に

L1
・

と

e
7
月
幻
自
ω
、
n
u
同
ー午
前
附
時

、
正
午
・
5
H

・
5

4

7
1
4
年

生
犯
人

'
嗣
嗣
幽
梶
野
管
き
ん
値

E

，
.

め
切
り

6
月
日
・

〈
シ
リ
ー
ズ

「i

i

に

つ

い

て

餐
え
よ
う
』
V

主

3

2

自

治

里

会

悦

会

価

i

f

i

i

E

2

 

4
に
盟
主
け
る
こ
れ
t
福
祉
の

T

H
に
つ
も
て
3
1
・

・
ー

;
1
3
2

と

e
6
月
初
日
開
午
後
1
時
学

E'副

;
i
 

:

ヶ

ア

l
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の

置

と
奪

6
M
m
別
刷
午
後
1
時
宇

-V
-

1
-ァ
j
高
セ
ン
タ

ー

ソ

l

ン

ヤ

ル

f

?

の

5

2

1

i

z

-

-
プ
ホ
l
i

--伺
g標
高
皆

g
，
.
の
扇
し
い
タ
ア
の
伊
佐
台
D
S

と

e
7
M
‘
日
側
￥
倹
1
凶
時
平

-，.m

.

京
修
人
乍
工
学
情
土
の
外
山

aHCん

・・
定

員

3
闘
と
も
多
加
で
き
る
成
人
組
側人

i
r
-
-堅

固
畳
奨
ケ

E
南
公
民
館

圃

守
口
町
山
。
巾
臨
思
里
子
白
丸
一
一一
l
一

圃

包
囲
千
六
=
主

古
興
文
学

寸伊
幽明白
剤樫

わ

か

A

1

2

E

〈

!

で

も

ら

s
i開

i・si目、
t
i
t
-毎

月

m
A
R
E
-章
、

3

f

・7

嗣

'
Z

L

T

T

2

8

O

B
i
-



1じ.. 出調剤ft71-1017 '使節幽護所ft93-0001 お知5世・E舗H出現新宮44-1001

心
の
探
袋

『仏
・
古
脅
巡
礼
』

空

文

明

の

や

で

お

や

す

ら

Z求

j
て
み
ま
せ
ん
か
・

s
i
z
i
H
N
U日
の
毎
月
鄭

4
4
a午
前

9

甲
1
2
4
{ー

は
休
講
・

9Nは
第

5
本
岨
日
)
・

5
固

vE
成
人
伺
人

=
E
9
6H

i

i
づ
く
り
)

Z
ヨ
5
日

酬

を

生

か

し

て

長

品

刀
し
て
棄
し
〈
釘
峰
子
づ
〈
句
を
乍
ぴ
ま

す
・と

e
i
官
i
来

年

}

3
H
H
i
l
l
-
-

z

 

i
t
t
!
?
 

;
i
m
/喜
一

1
3
i
j
i
 

目
)
・

7
固

マ
定
員

小

Z
T
-
80
1日
目

圃
若
草
公
民
館

7
p
i
 

-
Z
IG-=δ
 

写
由
民

λ
門
級
蜜

F
P
R・
-
彫
の
筏
a
w
e
m列

、J

i
z
i・
i

s
-
-年
溢

E

2mini
E
 

H
午
前

9
時

?

午

後

3
4

時

V
対
象

底
入
M
m
A

=
自
h
V
6

月日
・

圃
富
雄
公
民
館

-
z
i一i

-
e
国
一
忍
八
穴
i型
車

の

万

ま

か

町

の

号

R

R

の

ロ

マ

ン

に

心

を

は

せ

買

あ

い

の

?

広
げ
ま
す
・

と

e
6
n
u川
目
、

n
n
u日
め
毎

M
第

3
水
曜
日

γ
常

時

、
午
後

4
A
8
2

9MmHU体
禽

v
'定貝
m

成
人
犯
人

v
a町
@
切

0
6
n
w日
・

園
西
部
公
民
館

圃

守
民
取
手
・
定
一

一了
白
一
Il

自

-
a回明。。

隊
-
初
、申
告
入
門

自

の

先

生

め

量

に

t
喜
S

F
z
f
3
1・

と

e
7
n
u目
5
8月

n目
の
毎
月
第

2
4
i
A
iー号
、

3
崎
学
・
5
圃

.，
定
員

成
人
初
人

V

E
P
I
H-

幽

R
・
健
保
自
彊
編
入
門

品

t
告

を

正

し

内

磁

の

位

置

を
皐
え
ま
す
・

2を
主
習
慣
に
し
て

i
i
i
i
 

句
ま
す
・8
7月日
89
2RE
品

2

4

事
早
見
守
H

草
・6
u

'定・mm
中
高
年
の
男
女
加
入
〔

4
臆
夜
息

や
高
血
圧
の
人
民
旬
に
則
被
し
て
〈
だ
ち

と
--・6切り
6H目
白
・

園
一
半
端
公
民
館

-
i
z町一
園

R

圃

宮
四

V
E
E
匂
八

い
ヨ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
j

、
お
母
さ
ん
や
と
も

?
 

と

e
l
苅
日

t
f
i
l
l原

則
と
し
て

T
T
a
T
-
9時

T
H字
J
M
'E
2
4

4HZ目
、

4
4
4
m
l
Hま
れ

の

幼
児
色
隊

a
m
a
--鯵
綱
嶋

7ω
同

夜

R
E
E主

Zし
ま

幼
児
め
氏
名
、
ふ
"
が
な
性
別
生
省
毎

月

E
'い
て

i
u
Eで
に
問
舗
へ
・

大滝ダム r)11の日j記念
ダークダックスコンサート

な5チ工ン1¥ーオーケストラ

演奏会
r I11佃 jを2記念してダーク夕刊日開肝
Jレパーコーラスの肺惜して 1111ご慢し叫間
大切II ~-ø-る気持ちを育んでもらおうと聞き...

聞にクラシック酬暗貸してもらおうと躍した

.5チエンパ も 今回で田0画面目の演奏倉を迎えます.
今圏jJ;， 1t:ピユラ .簡を中ωζ"届けします

!と きI7 Jl 1日本弁後2時半、4時半

! とi: ~J ，なら ，"彰会館大ホ ル{三条宮前町)

"定員11.500入

{入場.桐"既得
1・L込砂】往衡ばがきi住所 氏包電話.号，・いて
61115日までに市役所河川保へ，牧に】人

隈町 多い‘合は繍逓

曹】

"1組凶M!.tI

【と聖1，月刊日ω 午後2時守
【ところ】 史宿文化セノタ {士会人陣丁目)

【入場開11.000内(白血*'.市のttJf帳岡崎
者1・健全持っている人は無利
←ッγ.ト=醐「円仰の柑H惜
kv"49l そーツ"トz受'幽.・Q・-ト

廻Wkv ' 5~。ペート ーヴJ民ン 02・..
3香賓元幹長調。 P. 55 

l箔調書】 飯..現きん
1・し込州 市役所文化復興銀へ.

l内
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発
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特別公演
『やまと!!ti'.(こいさんtflJ

~ロミ才とジュリヱットより~

~ンzイタスピ?作の「ロ、すとン>.，ェ，トJHl ~ド

鼠ごアレげ.0 S Kの早々刑判げでドラマザ i-， 

川駅酌に加えてシ>イタスピア酬の持制..， 

吋日判断篤と幻酬な酬で"届けします.

eOSK日本歌劇団

日 7ill岨叫倹3時.大ホール 叫昭一'"
4，5 0 0内 811':3.500門釘詳建売中 。s日 本問

.市原悦子ロードショー

おしゃべ"と取と物置で縄るロードン盾一.比重や観訴

を耐にした酬の語"と， .，ンナル ソングでお届けす

る『市原悦7ーの世界H ご納得〈だ:きいι

と管 811 1 U:I日午後2防p 中ホール 惨入喝純 '"  

4.0001'1 {刷lt)，B"3.500内{自臨時} 時

'l!...6 1111 nu・r.市，.，ら
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原
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-忍!たま乱太郎
おなじみの nu.まj
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って火活阻.ドラマチ
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とを 7/IIS酬ゆ

午前"時②可後3鈴@

大ホル ・入‘"

ACl.800刊 B
1¥1:1.200何

釘a事発ヲ宅中
抽出ョン

恕た.u.
(j，)NHK 尼子瞳兵衛

r;::ん吉つね」-人形ファンタジー
~ガイ氏Z唄仏ヨ，.・-

.(.<').... hl>" t:"める日つね「ゴけと人聞の酬
の物11.1ft!で咲〈俊治花が .しく鮮烈で 』つまで
もも i残町ます.玄た 組向ちんと小惜のとんら〈らぺ

の人彫酬も同時上演します.

[;λ2・努発売}なら'""今会. 史降文
化-t::-4 ，." ιpセ〆，一、珊出儀

所，，，略出様Wi.'ケゾトぴ..， 'l'ip 6 
6363--9999' tIーゾン，恥ト

附ト日 8;-1900 電軒eり
はな， j 0 0傘余総片 トゴ制ロ

ノbチケ ト '舗い含わ包 なら 1
粂宵前町 包H・~O 1 0 

制し紘一.， 118 

00'事会館
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とを """日 ""前
"時午後3時.中日
・入・騎 1. 8 0 0門

(自胸.， 砂完兜 6月"

IJIi:I-'r-・9時効ら



お知らせ・市鎧列ft34-1111附 〒630.8580 二議文路繭一丁目 ，-，

l健康のコーナー
予 橿防 嬢
次の予防健締，個目耐えでわ同ます鎗

得終盆"節約です

人" 寸みやか受Bをお・いします . 

..などで闘"の繍診を受.，れヌ人U

，;;it叫"，.1.あ旬まれまt 融自畑
中の人過去に補同I/"A'¥'柑削
にな刊人ほ主植に摘してく由、、

腕がん検It

"がんの配刑判酬してい£す

縛摘がんががんじ4時印』肘内

めるものと予忠信れ，す 年伝度".が

ん俄iH~をけ e・，見し 健康仁努め玄
Lょうー
... 咽叫の人{艦船主隊0 ・

..岡周 .，11' 1圃 砂楓.-'1牽彫のみ"
に付 l郡 m 闘.Q) III ~暗宅復償金実錨の場合"

S 酬"'予約し抽ilH't. ".，て(f.'. I町制胴内相代"胴}下旬a度以上と
れ'"・町時r;;<9剛6肉体酎及 I!ti~叩閣制lUl~.r，l ffB代叫

山月t削除〈 附 ll"J..111. I tiJILi."!fICIjlし削} 同し帥-
H輔自t{-U 捕時。て子~~ I .iH"6 11 ，凶打開柑.1I:&tI
め健康叙"のよ〈わかるA地例針Lて(f， I ". 
き、。
通相.~'(:'企受けられまぜんので 字

削，，，年'"回以侮の佐川や僻聞

で4・・め.過去L 人" 市役時衡毛裏へ
酬してく印

・.予防機舗を受ける前l'r Hあ犠楓と子
，も晴康』をよ〈錬んで釦すてくだきも

『予防機."どもの健康j金持今て、，

'-)"Il計同開崎、開剛2た

は"宮川崎術キ壊で受け取oてく犯容も

〈調倉山て〉

守...・"月5日以前に守まれたFで待

酢定fしれ(:，人"蜘射針"

ますので "健司・，・'"って同.へ棄

でuさきL

胃 が 検 E参ん
..専の逼凶検露です

同 ....1叫 U>λ{州市川

町"4'1 t;j ~ ~'''ll-叫
叩?酬は争制叫J昨夏

... 粧の入"傾斜 ，.しμ ・*1""l酎 l

叶 噛 酬の闘相肺叫軒

川すみや創世をお岡'"・
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